
    

様式様式様式様式 CCCC----19191919    

科学研究費補助金研究成果報告書科学研究費補助金研究成果報告書科学研究費補助金研究成果報告書科学研究費補助金研究成果報告書    

平成 23 年 5 月 16 日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

研究成果の概要（和文）： 

 インドネシア人就労者の日本語 OPI データに基づき,日本語習得の促進要因,および阻害

要因について質的調査を進めた。また、水産加工業、農業の労働現場および医療サービス

を受ける場面での参与観察を行った。日本語習得の促進要因は,100 人中 5 人いた中級レベ

ル話者にインタビューを行った結果,ソーシャルネットワーキングが重要な要因であるこ

とが 明らかになった。一方で阻害要因は OPI レベルが初級下に留まっている 5 名にイン

タビューを行い,社会活動の実態と日本語能力との関係を分析した結果日本語社会への心

理的・社会的距離が一番の阻害要因であることが窺われた。 

 
研究成果の概要（英文）： 

   A qualitative study was made, based on the results of OPI, to reveal the causes 

which promote or obstruct the second language acquisition by Indonesian migrant workers.  

The interviews of five good learners suggested that social networking might be an 

important factor.  On the other hand, obstruent factors seemed to be either psychological 

or social distance between the Japanese society and them.  
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１．研究開始当初の背景 

⑴茨城県大洗町には 1990 年代からインドネ

シア共和国ミナハサ地方出身の移民労働者

のコミュニティが発展し,最盛期には千人を

越えていた。滞在期間は平均５年程度である

が,中には１０年以上滞在するものもいた。し

かしながら,観察してみると大多数が単語を

並べただけのピジン化した日本語をしよう

している様子が窺え,滞在期間や職場での日

本人との接触が必ずしも日本語の習得につ

ながっていないことが予想された。 

⑵どのような要因がこうした移民労働者の

日本語習得を阻害しているのか,また一部の

日本語が上達したものについては何が習得

を促進しているのかを調査することにした。 

 

２．研究の目的 

⑴移民労働者の日本語習得を阻害している

要因を明らかにする。 

⑵例外的に日本語コミュニケーション能力

の高い移民労働者について,何が習得を促進

したのかその要因を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

(1)予備調査 

就労者の生活実態については予測のつか

ない面が多くあるため，まず，インタビュー

により情報を収集した。

（注 1）

また，日本語力

を測るために語彙，発音，文法のテストを行

った。

（注 2）

なお，調査の大部分はインドネシ

ア語で行い，一部で日本語を使用した。 

① 自由なインタビュー：職場と日常生活

について 

② 半構造化インタビュー：以下のような

トピックについて 

・来日前の仕事  

・ 来日前の日本語学習 ・現在の日本語

学習法  

・職場での日本語使用  

・日本語にまつわる困難  

・日本人や日本社会に関するイメージ  

・帰国後の展望 

③ 語彙力（数詞，基礎的な名詞，動詞，

形容詞）の知識の測定，特殊拍の発音能力，

動詞のテ形とナイ形，形容詞，形容動詞，名

詞ダの否定形式の知識のテストなど 

 

(2)参与観察 

①教会活動の参与観察 

 牧師の許可を得てインドネシア人教会の

礼拝や行事に調査に行く度に参加した。その

際，教会活動で必要になる日本語への翻訳

（日本人への招待状の作成など）や日本人参

列者がいる場合には通訳業務（インドネシア

人牧師の挨拶やインドネシア人ゲストの挨

拶など）を手伝うことがあった。またイース

ターや日曜日のピクニックやスポーツ行事

にも可能な限り参加して，活動を体験したり

見学したりした。

（注 3）

 

 

②労働現場の参与観察 

就労者の勤務先の日本人経営者の許可を

得て，水産加工業の工場見学を数回行った。

また，鉾田市の農家で一日農作業を手伝い労

働現場での日本語使用を参与観察した。作業

終了後にも宿舎を訪問して夕食の支度や近

隣の日本人やインドネシア人との交流の様

子を観察した。 

 大洗町内の中堅水産加工業者の工場内を

見学し，作業風景や日本語使用の実態を観察

する機会を得た。前述の農作業とは異なり，

干物製造では原料の魚の名前，魚の大きさ，

味付けの種類，箱に詰める匹数を正確に把握

して指示された通りに製品を梱包し，間違え

ずにラベルを貼る必要がある。製品ミスがあ

ると大量の返品があり，大損害を被る危険性

がある。この工場では箱の中身が分かるよう

に，様々な色のガムテープを使い分けている。

工場労働者は魚種や味付けの種別，および製

品の種類に対応したガムテープの色を憶え

なければならない。工場内には作業に間違い

がないように壁にローマ字で製品名とガム

テープの色の対照表が貼ってある。箱詰めを

長年担当しているインドネシア人就労者の

中には製品名を表す漢字を認識できるよう

になっている者もいた。漢字の数はごく限ら

れてはいるが，このように漢字を習得した例

は外国人力士の漢字習得法に類似していて

興味深い。（宮崎,2001）しかし，工場労働に

必要な語彙や漢字の数は極めて限られてお

り，その知識を発展させて日本語力全般を向

上させている事例はほとんどないことも分

かった。    

インドネシア人就労者が最も日本人と直

接的な接触をもつのは職場である。そこで，

筆者たちはインドネシア人就労者の日本語

習得が進まない要因を探るため，職場での実

態を観察することにした。まず，農家の協力

を得て，終日インドネシア人就労者と共に農

作業に従事し，現場で日本語がどのように使

用されているのかを参与観察した。この時期

はミズナとホウレンソウの収穫が主な作業

で，6 人のインドネシア人（女性 5 名，男性

1 名。滞在年数は 1 年から 5 年）がビニール

ハウスでの収穫，その後の計量と袋詰め作業

を行っていた。日本人労働者はいない。全員

が近隣の借家や集合住宅でインドネシア人

だけの共同生活をし，農家の主人か夫人が朝

夕の送迎をする。ビニールハウスではカッタ

ーナイフで野菜の根元を切り，泥をつけない

ように注意しながら，方向を揃えてプラスチ

ックの籠に並べていく。小さな腰掛けに座っ

て行う単純な軽作業で，朝 8 時から夕方 4 時

頃まで行う。途中に 2 回の休憩があり，経営



者の夫人が菓子パンと飲み物を差し入れ，就

労者と日本語で話をしたり，インドネシア人

同士で談笑しながら休憩をとる。収穫が終わ

るとトラックで移動し，作業小屋で計量と袋

詰めを行い，夕方に集荷の大型トラックに引

き渡して仕事が終わる。筆者両名には生まれ

て初めての野菜収穫作業だったが，30 分程す

ると次第に慣れ，熟練した者ほどのスピード

ではないがさして戸惑うこともなくできる

ようになった。一日のはじめに主人が手真似

を交えてどの温室のどこからどこまで刈り

とるかを指示して，後はインドネシア人だけ

で作業を行う。文字通り単純作業であり，視

覚情報だけで作業方法ほぼ確実に憶えられ，

言葉の不自由さが原因で間違いを犯す危険

がなく，日本語力は必要ではない。 

 「休暇をとりたい」，「早退したい」，「一時

帰国したい」などの多少込み入った相談や交

渉を雇用者としなければならないことがあ

るが，この職場のインドネシア人 6 名のうち

1 名がかなりの語彙を知っているので，一語

文が中心ではあるが必要なことは通訳でき

る。また，この農家の主人は独学でインドネ

シア語を学んでおり，時には農作業や日常生

活上で必要なことを十分理解できるインド

ネシア語で伝達する。また，この農家で働く

インドネシア人たちは近くの一軒家を賃貸

して共同生活をしており，仕事の後も常にイ

ンドネシア語を使って生活していることも

分かった。こうしたことから，この農家で働

く限り，日本語ができなくても特別な事態が

起きない限り，不自由はないことが分かった。 

 

③医療現場の付き添いでの参与観察 

 調査訪問中に病院や医院への同行と通訳

を依頼されることがしばしばあった。インド

ネシア人と医師の会話を聞いたり，通訳作業

を行ったりしながら，インドネシア人が直面

する問題を参与観察した。 

 水産加工業に従事する 40 代の HL という既

婚女性は夫と子供 2人と同居している。在日

期間は 7 年，OPI 判定は初級-下で，日本語の

読み書きは全くできない。以前から肘と首に

痛みがあり，それが悪化したため工場を休ん

でいた。整形外科に行くのに同行してほしい

との依頼があり，水戸市内の整形外科Ａ医院

まで車で同行した。医師の「どこが痛いか」

の質問には患部を指差して示していた。注射

と投薬を受け，その効能をインドネシア語に

して伝えた。翌日，症状が悪化したため近所

の別のＢ医院に行き，投薬を受けた。前日と

同様にインドネシア語で必要事項を伝えた。

以前に症状が悪化したときは所属教会の牧

師の婦人に同行してもらい通訳してもらっ

たとのことであったが，その牧師婦人の日本

語レベルも OPI 初級-下であり，薬や治療に

ついての詳しい説明ができたとは考えにく

い。二日間にわたり通訳をしたが，その間自

分の病気に関する語彙を覚えようとしたり，

メモを取ろうとすることは全くなかった。労

働現場では日本語のできる先輩インドネシ

ア人を通訳者として頼り，自分では日本語を

覚えようと努力したり，使ってみようとした

りしない者が多いという話をしばしば聞く

が，この二日間の HL の態度もその典型のよ

うに思われた。 

 

④産婦人科受診の事例 

 水産加工業に従事する 20 代の MC という

既婚女性は夫および兄の家族と同居してい

る。在日期間は 2 年 8 ヶ月で OPI 判定は初

級-中であった。ひらがなとかたかなは読める。

妊娠 7 ヶ月目のある日曜日の夜 10 時頃，礼

拝中に気分が悪くなり家族の車で水戸市内

のかかりつけの産婦人科 C 医院に行った。医

師からの要請で診断結果を同行した筆者の

ひとりがインドネシア語で MC に伝えた。普

段は日本語レベルの高い兄の MS（OPI は中

級-中）に同行してもらっている。この女性は

生活と仕事に関する語彙と表現はある程度

習得しているが，医療の言葉は分からないも

のが多く，不安を感じると訴える。辞書は持

っておらず，新しい言葉は耳で聞いて覚えて

いる。医師はインドネシア語日本語対訳がつ

いた産婦人科用の患者とのコミュニケーシ

ョン補助資料を持っており，それを指さすこ

とで重要なことは伝達しているとのことで

あった。過去に大洗町で出産したインドネシ

ア人女性はほとんどが C 医院で出産してい

る。 

 

(3)OPI による日本語能力測定 

大洗地域のインドネシア人就労者の日本

語レベルの全体像を把握するために予備調

査で種々のテストを試みた結果，OPI が日本

語能力測定法として最適であると判断し調

査の実施に至った。 

 教会の協力を得て協力者を募り OPIを実施

し，最終的に 100 件の判定可能なデータを得

た 

調査の結果，全体で初級‐中が最多数の 63％

であり，初級の上中下をあわせると全体の

95％になることが分かった。また，滞在年数

が増えても初級-中のままの人が目立つうえ

に（5 年以上で初級‐中の者は 52％），10 年

以上の滞日でも初級‐下に留まっている人

が 2 名（2％）いることも分かった。  

また，初級-上（16％）が現れるのは 5 年

目以降であり，中級（5％）が現れるのは滞

在 9 年目以降であった。これらの結果からフ

ォーマルな日本語教育を受ける学習者と比

べると日本語口頭能力が高まるまでに非常

に長い時間がかかっていることが分かった。 

 



(4)聞き取り調査 

OPI と併せて，19 項目におよぶ質問紙調査を

インドネシア語を用いて対面で行った。質問

内容は職場やそれ以外での日本語使用，日本

語の学習動機や学習法，渡日前と渡日後の対

日イメージの変化，帰国後の将来展望などに

ついてである。状況によっては，話題に沿っ

て調査対象者が自由に語りを展開する場面

も見られた 

 

４．研究成果 

 インタビュー,参与観察,および OPIの結果,

日本語能力の低い者にはインドネシア人コ

ミュニティに依存する傾向が強く,日本語お

よび日本人社会に対して心理的・社会的距離

を置いていることが窺われた。他方,日本語

能力の高い者は日本人とのネットワークを

有しており,心理的・社会的距離も小さいこ

とが窺われた。 
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